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しょうがの成分は、ジンゲロール、ショウガオール、カプサイシン、ジンギベロールなど、400種類以上の成分が相互作用によって生まれています。





一番の効果は、なんといっても『体を温める力』


血行をよくして体温を上昇させ、代謝を高めます。又脂肪や糖の燃焼が促進され、肥満の改善にも効果的です。


他にも、万病の元である血液の汚れを浄化するなど、さまざまな病気を遠ざけてくれるのです。





特に、生で摂取するより、加熱する事で『体を温める力』は上昇します。


熱を加える事で、免疫力を高めるジンゲロールが、ショウガオールという成分に変化し、血行をよくして発汗作用を高めます。


70℃くらいが、免疫力と発汗力が最高に高まると言われています。





『体を温める』には、


しょうがを少量づつでも毎日取り続けることが大切です。


毎日の料理にスパイス感覚で美味しく取り入れたり、


ハチミツや黒糖を加えたジンジャードリンクなどもおすすめです。





冷えに負けない体づくりをしましょう！
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